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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによる

事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

行為を強制したり指

示する内容を告げる

ものです。  

禁止の行為であるこ

とを告げるもので

す。  

表記の注意を告げる

ものです。  

その他の警告及び注

意を告げるもので

す。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本書に記載されている適応車種以外の車両には使用しないでください。 

・本商品に曲げ・切削・溶接等の加工は行なわないでください。商品の破損だけではなく、重大な事故につながる恐れがありま

す。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・周囲の安全を確保し、車体が倒れないよう十分注意して、取り付け作業を行なってください。 

・取り付け後約 100ｋm 走行しましたら、各部を必ず点検してください。その後は約 500ｋｍ毎に必ず点検を行ない、各部に

異常がないか確認してください。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合、

商品または車両の走行を中止し、認証工場や販売店へ必ず相談してください。 

 

・走行直後のエンジンやマフラー、エンジンオイル等は高温となっており、火傷をする危険性があります。車両全体が十分に冷

えていることを確認してから、作業を行なってください。 

 

・取り付け前に、商品の構成内容や外観、仕様などに不備がないか、必ずお確かめください。万一お気付きの点がございましたら、  

お買い求めの販売店へご相談ください。 

・本商品は予告無しに価格や仕様を変更する場合があります。また、文中にて紹介した他の商品についても同様です。あらかじめご

了承ください。 

・本商品は主にドイツで製造されている商品です。日本向けの品質基準とは異なりますので、商品に軽微な傷やバリがある場合

があります。上記の理由により、通常のデイトナ商品の商品保証制度の対象では御座いませんので、機能に差し支えが無い軽

微な問題（外観等）のクレームはお受けできません。あらかじめご了承ください。 

 本商品の特長                                     

• ＲＲ社製の油温計。 

• メーター内にシリコンオイルを充填してあるため、耐振動性に優れ、メーター内部が曇りません。 

商品内容 
NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 

① ディップスティック油温計  1 ② Oリング  1 
 

 取付方法                                       

【作業前の注意事項】 
・本書は GB350/S（‘21）の車両をベースに説明しております。車両年式や仕向地の違いにより、取り付け方法が異なる場

合がございます。 
・純正部品の取り外し、取り付けについては車両メーカー発行のサービスマニュアルを参照して正しく行なってください。 

 01．純正部品の取り外し                                       

・エンジン右側クランクケースカバーのオイルフィラーキャップを取り外します。 

 02．ディップスティック油温計の取り付け                                   

・②O リングにエンジンオイルを薄く塗布します。 

・①ディップスティック油温計に②Ｏリングを組付けます。 

・エンジン右側クランクケースカバーに取り付けます。 
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 03．点検作業                                             
・各部を点検し、締め忘れや異常がないか確認してください。 

・異常がなければ車両の固定を解除して作業は終了です。 

 

 取扱方法  

【パネルの位置調整】 

走行後（油温が100度程度が目安）に火傷に注意の上、

皮手袋等を使用して力を入れてパネルを回して位置調

整してください。 

エンジンオイルの温度が低い場合には動きません。 

 

【エンジンオイル量の調整】 

ノーマルと同様に暖気運転後にエンジン停止し、オイ

ル量が適正かどうか確認してください。 
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アルミ製のローレット部を抑えながら、パ

ネル外周のメッキ部分を回します。 


